
      

いのちについて考える６月【命を見つめる強調月間】 

今年も６月１日を迎えました。１８年たった今でも、子供を守れなか

った深い悲しみが思い起こされ、二度と子どもたちにこんなつらい目に

あわせたくない、と身が引き締まります。御手洗怜美さんのご冥福を心

よりお祈りいたします。（事件について子どもたちには、具体的には伝

えていません） 

６月１日は佐世保市全小中学校で校長がいのちを見つめる講話を行

いました。今回はコロナ対策として各教室でのオンライン講話としまし

た。（校長の話は裏面に掲載しております。ぜひご一読ください。）どの

クラスでも真剣に聞き入る姿に、本校の子供たちの素直な心を見たように思います。講話の後は、各学年

で発達段階に応じた学習がなされました。子供たちが感想や思いをカードに書き留めて、掲示するクラス

もありました。 

10日（金）は全校一斉授業参観です 

 コロナ対策で 4 月の授業参観は中止にせざる

を得ませんでしたが、「早く子供たちの様子が見

たい」「先生や保護者の方々と顔合わせしたい」

という多くの声が聞こえてきました。学校教育

に関心を持っていただき、本当にありがたく思います。 

現在本校の感染状況が落ち着いていることから、6 月の授

業参観は感染対策を講じたうえで予定通り行います。感染対

策の一環として、５・６校時で学年を分けて行いますので、ご

協力をお願いいたします。 

＊１・２・４年生 

５校時 授業参観（１３：３５～１４：２０） 

     懇談会（１４：３０～１４：４５） 

＊３・５・６年生 

６校時 授業参観（１４：４５～１５：３０） 

    懇談会 （１５：４０～１５：５５） 

＊特別支援学級懇談会（１６：１０～１６：２５） 

 

道徳の授業でいのちについて考えます 

「いのち」について、各学年の発達段階に応じて授業内容をそ

れぞれに工夫しています。ぜひご参観いただき、いのちについ

ての話をご家庭でも広げていただきたいと思います。 

 子供のいのちを、学校と家庭とが力を合わせ、守り、育てていきましょう。 

６日（月）～１０日（金）はいのちを見つめる教育週間 

 学校開放を行います。授業参観に来られない方、普段会えない祖父母の皆様、地域の皆様、この機会に

どうぞお越しになり、子供たちの普段の姿をご覧ください。また気になること等ありましたら、遠慮なく

お知らせください。 
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６月の行事 

1(水) いのちを見つめる日全校朝会 

   委員会活動 

3(金) 田植え（5年） 

6(月) 学校開放週間（～10日） 

プール開き 

8(水) 水曜 5校時日課 

9(水) 聴力検査（1・2年） 

10(金) 授業参観・懇談会 

11(土) 市中学校体育大会 

14(火) 長崎市平和学習（4年） 

    芸術体験学習（5・6年） 

15(水) 水曜 5時間日課 

17(金) 市中学校体育大会（水泳） 

19(日) 家庭の日・食育・徳育の日 

21(火) わくわく T 

22(水) クラブ活動 

29(水) 佐世保空襲の日・平和集会 

    歯科検診 2・4年 委員会 



 6月 1日の校長講話の内容です 

 「いのちは大切」と何度も繰り返し伝えることは本当に大事なことだと思います。と同時に「では、ど

うやっていのちを大切にしたらよいの？」と学ばせることも同じように大切なことだと思います。今回は

その意味も含め「いのちを大事にすることは、自分も友達も大事にすること」とメッセージを送りまし

た。一人一人が大切な「個」として自分を大切に成長してほしい。そんな願いを込めています。 

 １８年前、佐世保では一人の 6年生の子が学校で亡くなりました。その時の悲しみを忘れないで伝え

ようと、毎年 6月 1日は「いのちを見つめる日」として、校長先生がみんなに話をします。 

 いのちを大事にすることはよくわかるけど、どうやって大事にしていけばよいのでしょうか？それは

自分も友達も大事にすることだと思います。江上小の皆さんは子供と大人を合わせてみんなで 326 名

です。この 326名でジグゾーパズルのようにチームを組んでいます。 

 パズルのピースの一つが自分。でっぱりも引っ込みもあります。でっぱりは強み。皆さんの得意なこ

とや好きなことです。引っ込みは弱み。得意でないことや苦手なこと。でも得意なことがあるから誰か

を助けられ、引っ込みで誰かを生かせるのです。でっぱりや引っ込みがないと引っかかりません。 

強みはどんどん伸ばすといつか大きな活躍ができるかもしれません。（藤井聡太棋士の話）弱みはこ

つこつと努力すれば、いつか人を追い越すかもしれません。（ウサギと亀の話）自分の強みや弱みを知

って、努力し、生かしていくことが自分を大切にすることです。だれもが大切な一人です。 

みなさんは、だれかの役に立ち幸せになるためにこの世に生きています。あなたがそこにいるだけで、

友だちも家族も先生も、みんな幸せなのです。 

 


